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【目的】

電池の特徴と仕組みを知り、目的に合った電池を
選んで安全に利用できる。

【学修到達目標】

🔸電池の特徴を説明できる。

🔸電池の仕組みを理解できる。
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リチウム ( Li )
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電池の種類



電池の性能
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各種二次電池の比較 (鉛電池を１００とした場合)
項目 鉛電池 ニッケル

水素電池
ナトリウム
硫黄電池

リチウムイオ
ン二次電池

電圧（％） 100 60 100 185
容量密度（％） 100 153 250 313
出力密度（％） 100 200 140 300
寿命（％） 100 111 250 194
出力レート
（％）

100 500 70～85 1,000

充放電エネル
ギー効率（％）

75～85 80～90 90 94～96

作動条件（℃） 常温 常温 250～300 常温



リチウムイオン電池
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リチウムイオン電池の種類と特徴
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リチウムイオン
電池の種類

電圧
放電可能
回数

長所・短所

コバルト系リチ
ウムイオン電池

3.7V
500 ～
1000回

リチウムイオンの標準電池として広
く普及
高価で車載用には使われていない

マンガン系リチ
ウムイオン電池

3.7V
300 ～
700回

安全性が高い
急速充電、急速放電ができる

リン酸鉄系リチ
ウムイオン電池

3.2V
1000～
2000回

安価でサイクル寿命（充放電による
劣化）、カレンダー寿命（放置によ
る劣化）が長い
電圧が他のリチウムイオン電池より
低い

3元系リチウム
イオン電池

3.6V
1000～
2000回

電圧がそこそこ高く、サイクル寿命
も長い
リチウムイオン電池の種類と特徴



電池の種類と電圧
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電池の種類 電圧
自動車で使わ
れる鉛蓄電池

2V 正極：二酸化鉛、負極：鉛の組み合わ
せ
（自動車にはこれを6直列にした12V
のものが使われる）

ニ カ ド (Ni-
Cd)電池

1.2V 正極：水酸化ニッケル、負極：水酸化
カドミウムの組み合わせ

ニッケル水素
(Ni-MH)電池

1.2V 正極：水酸化ニッケル、負極：水素吸
蔵合金の組み合わせ

リチウムイオ
ン電池

3.2 ～
3.8V



リチウムイオン電池の課題
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電池の特性と適した電気機器

第４講 電池

https://matome.naver.jp/odai/2133906248539857501/2133906980240477003
https://matome.naver.jp/odai/2133906248539857501/2133906980240477003


第４講 電池

蓄電池の可能性



課題
１．電池のしくみと特性についてまとめなさい。
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